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ふじさんネットワーク事務局

ふじさんネットワーク

「ふじさんネットワーク」の取り組みなどは
ホームページから見ることができます。

http://www.fujisan-net.gr.jp/

Welcome

Join Us

◯設立　平成11年10月23日
◯会長　増澤 武弘
（特定非営利活動法人静岡自然環境研究会理事長・静岡大学客員教授）
◯会員数　550団体・個人（R2.10.1現在）

Check！

特典
○「ふじさんネットワーク」の冊子が届きます

○イベント情報をいち早く入手できます

○シンボルマークが使えます

入会費
年会費
無料

■サイズ：（約）35㎝×90㎝  ■綿100％ ■1口：1,000円以上
新寄付記念品 手ぬぐい「鏡富士」

寄付していただいた方に 

オリジナル記念品
を差し上げています

：

：

ふじさんネットワーク事務局まで、事前にご連絡をした上でお越しください。ＴＥＬ 054-221-2963
寄付をいただいて、同時に記念品をお渡しします。
郵便、電話、FAXまたはメールで①～⑤の事項をお知らせください。①名前 ②住所 ③電話番号 ④寄付金額 ⑤希望する
種類・個数  振込用紙を住所へ送付します。振込の確認ができしだい、記念品を送付します。（振込手数料・送料は不要）

直接受取希望

送 付 希 望

■ピンバッジ（１個）
■サイズ：直径26㎜
■1口：300円以上

SAVE Mt.FUJI
■ピンバッジ（１セット５個組）
■サイズ：１個 1辺33㎜
■1口：1,000円以上

花シリーズ
■ピンバッジ（１セット4個組）
■サイズ：１個 直径32㎜
■1口：1,000円以上

富士山の雲シリーズ

高級感のある光沢加工で
文字はゴールドのピンバッチです。

ピンバッチもぜひご利用ください。
一口300円から気軽にできる寄付です。

「富士山総合環境保全指針」と行動規
範としての「富士山憲章」の周知・定着
を図り、富士山の環境保全への関心を
高めてもらうため、ふじさんネットワークの
環境保全活動への寄付を募るととも
に、記念品を差し上げています。 NEW
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富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事

吉永耕一さん

巻頭インタビュー

富士山の自然を守り、
後世に託す

令和２年度 ふじさんネットワーク総会（書面開催）

令和２年度 富士山エコレンジャー連絡会総会（書面開催）

富士山の景観を守ろう！ 令和元年度 第３回富士山ごみ減量大作戦
新しい寄付記念品 「手ぬぐい」が完成しました！
富士山の豊かな恵み！ 柿田川自然観察会
富士山の草原を守ろう！ 草刈りで維持管理

  

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

  

入
会
し
た
き
っ
か
け

　
私
は
富
士
山
の
自
然
と
そ
の
保
全
を

学
び
、大
好
き
な
富
士
山
に
関
わ
り
た
い

と
考
え「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
入

り
ま
し
た
。富
士
山
と
の
出
会
い
は
、学

生
山
岳
部
で
の「
冬
富
士
」合
宿
で
す
。冬

富
士
の
厳
し
さ
を
こ
の
時
に
体
感
し
ま
し

た
。社
会
人
に
な
る
と
、な
か
な
か
山
に

登
る
時
間
を
作
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
50
歳

を
迎
え
る
こ
ろ
に
氷
河
の
山
に
登
り
た

く
な
り
、山
登
り
を
再
開
し
ま
し
た
。北

米
の
自
然
公
園
へ
行
く
機
会
が
幾
度
か

あ
り
、氷
河
の
山
々
に
登
り
ま
し
た
。氷

河
の
山
を
登
って
い
る
最
中
に
は
い
つ
も
、

雪
の
富
士
山
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
登
頂
し
た
翌
年
の
元
旦

に
、「
富
士
山
と
レ
ー
ニ
ア
山
日
米
交
流
」

の
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。レ
ー
ニ

ア
山
で
活
躍
す
る
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、大
戦
で
苦
労
し
た
日
系
人
が

レ
ー
ニ
ア
山
を「
タ
コ
マ
富
士
」と
呼
び
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ

た
話
で
す
。そ
の
記
事
を
読
み
、夏
に
レ
ー

ニ
ア
山
国
立
公
園
を
再
訪
し
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
は
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
国
立
公
園
局
が
協
働
し
て
整
備

し
た
、車
い
す
で
も
通
行
で
き
る
遊
歩
道

が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
こ
の
素
晴
ら
し
い

成
果
を
目
の
当
た
り
に
し
、深
く
感
動
し

ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、私
は
大
好

き
な
富
士
山
の
自
然
環
境
保
全
活
動
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
富
士
山
エ
コ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」に
応
募
を
し
、入
会
し
ま
し
た
。

  

富
士
山
の
自
然
環
境
を

  

保
全
す
る
た
め
の
活
動

　
2
0
0
5
年
に
富
士
山
エコ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
な
って
か
ら
は
、妻
と
と
も
に
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
って
い
ま
す
。来
訪
者
の
方
と

会
話
し
た
り
、富
士
山
の
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
お
伝
え
し
た
り
、動
植
物
や
登
山

道
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
状
況
を
記
録
し

報
告
し
て
い
ま
す
。環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
と
説

明
会
を
合
わ
せ
て
、い
つ
の
間
に
か
2
7
0

回
を
超
え
ま
し
た
。特
に
、2
0
1
2
年

か
ら
現
在
も
続
け
て
い
る
大
規
模
ト
レ
イ

ル
ラ
ン・レ
ー
ス
環
境
調
査
が
重
要
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。富
士
山
南
麓
の
樹
林

帯
に
代
表
さ
れ
る
柔
ら
か
な
土
壌
の
歩
道

は
、大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
衝
撃
に
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
歩
道
自
体
の
荒
廃
」、

「
周
辺
植
生
の
損
傷
」、「
森
を
は
ぐ
く
む

土
壌
流
出
の
加
速
」な
ど
様
々
な
問
題
が

生
じ
る
の
で
す
。ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
歩

く
衝
撃
で
は
な
く
、何
百
人
、何
千
人
も

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
る
こ
と
は
富
士

山
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
大
き
い
の
で

す
。そ
の
た
め
、レ
ー
ス
後
の
歩
道
及
び
周

辺
環
境
の
変
化
を
記
録
す
る
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

  

後
世
に
富
士
山
の

  

自
然
環
境
を
残
す
た
め
に

  

必
要
な
こ
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
は
、

高
齢
の
方
が
多
い
と
い
う
現
状
が
課
題
で

す
。若
者
に
も
、富
士
山
の
自
然
に
興
味
、関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

若
い
人
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
、自
然
に
触
れ
る
機

会
を
作
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

富
士

山
の
環
境
変
化
は
、自
然
の
変
化
に
よ
る

影
響
だ
け
で
な
く
人
間
の
利
用
の
仕
方

に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

外
来
植
物
も
、

こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。人
間
の
活
動

に
よ
り
、地
域
の
外
か
ら
植
物
が
持
ち
込

ま
れ
る
の
で
す
。外
来
植
物
の
侵
入
は
、

本
来
あ
る
は
ず
の
植
物
や
そ
の
植
物
に

依
存
し
た
生
活
を
送
る
動
物
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。 『
富
士
山
を
訪
れ
る

人
々
が
全
員
、自
然
への
負
荷
を
減
ら
し
て

安
全
に
利
用
す
る
』、こ
う
い
っ
た
姿
勢

が
、後
世
に
富
士
山
の
自
然
環
境
を
残
す

た
め
に
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。自

然
への
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
、先
人
に

よ
っ
て
、保
全
を
決
意
し
て
制
定
さ
れ
た

「
富
士
山
憲
章
」や
、「
富
士
山
総
合
環
境

保
全
指
針
」の
要
で
あ
り
、富
士
山
を
利

用
す
る
際
は
、こ
れ
ら
の
指
針
等
を
今

一度
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、自
然
林
回
復
な
ど
富
士
山

自
然
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。活
動
当
初
か
ら
今
ま
で
、様
々
な

自
然
環
境
の
変
化
を
見
て
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
が
知
ら
な
い
富
士
山

が
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

富

士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
富
士
山
エ
コ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
仲
間
と
と
も
に
富
士
山
の
恵

み
を
た
の
し
み
な
が
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
か
け
、よ
り
多
く
の
方
に
、富
士
山
の

自
然
環
境
の
豊
か
さ
と
現
状
、保
全
の
大

切
さ
を
知
って
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。富
士
山
は

2
0
1
3
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。次
は
、世
界
自
然
遺
産
も

含
め
た
複
合
遺
産
への
登
録
に
向
け
た
取

み
組
み
を
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
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令和２年度
ふじさんネットワーク総会（書面開催）

令和２年度
富士山エコレンジャー連絡会総会（書面開催）

富士山の豊かな恵み！ 
柿田川自然観察会

富士山の草原を守ろう！ 
草刈りで維持管理

富士山憲章（行動規範）

静岡県・山梨県

表紙の写真

03

富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事 吉永耕一さん

富士山の自然を守り、
後世に託す

［巻頭インタビュー］

05

富士山の景観を守ろう！ 
令和元年度 第３回富士山ごみ減量大作戦

新しい寄付記念品
 「手ぬぐい」が完成しました！

06

07
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08 「ふじさんネットワーク」
会員募集中！

白糸の滝公園（富士宮市） 出典『Photo AC』

  

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
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ー
ク
に

  

入
会
し
た
き
っ
か
け

　
私
は
富
士
山
の
自
然
と
そ
の
保
全
を

学
び
、大
好
き
な
富
士
山
に
関
わ
り
た
い

と
考
え「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
入

り
ま
し
た
。富
士
山
と
の
出
会
い
は
、学

生
山
岳
部
で
の「
冬
富
士
」合
宿
で
す
。冬

富
士
の
厳
し
さ
を
こ
の
時
に
体
感
し
ま
し

た
。社
会
人
に
な
る
と
、な
か
な
か
山
に

登
る
時
間
を
作
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
50
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を
迎
え
る
こ
ろ
に
氷
河
の
山
に
登
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た

く
な
り
、山
登
り
を
再
開
し
ま
し
た
。北
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公
園
へ
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く
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会
が
幾
度
か

あ
り
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の
山
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に
登
り
ま
し
た
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河
の
山
を
登
って
い
る
最
中
に
は
い
つ
も
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雪
の
富
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山
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
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山
に
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し
た
翌
年
の
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に
、「
富
士
山
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レ
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山
日
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の
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目
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ま
り
ま
し
た
。レ
ー
ニ
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山
で
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躍
す
る
日
本
人
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生
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テ
ィ
ア
と
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戦
で
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労
し
た
日
系
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が
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ニ
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富
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、
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さ
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読
み
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レ
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ま
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た
。
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テ
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園
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て
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し
た
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い
す
で
も
通
行
で
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る
遊
歩
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が
あ
り
ま
し
た
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私
は
こ
の
素
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ら
し
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成
果
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目
の
当
た
り
に
し
、深
く
感
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し

ま
し
た
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を
き
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け
に
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は
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好

き
な
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の
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保
全
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を
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テ
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し
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ま
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。
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の
自
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環
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を
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の
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レ
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ジ
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と
と
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に
環
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の
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と

会
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た
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自
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の
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ら
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を
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え
し
た
り
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物
や
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グ
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ス
の
状
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記
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報
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て
い
ま
す
。環
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ル
と
説

明
会
を
合
わ
せ
て
、い
つ
の
間
に
か
2
7
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回
を
超
え
ま
し
た
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、2
0
1
2
年

か
ら
現
在
も
続
け
て
い
る
大
規
模
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レ
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ル
ラ
ン・レ
ー
ス
環
境
調
査
が
重
要
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。富
士
山
南
麓
の
樹
林

帯
に
代
表
さ
れ
る
柔
ら
か
な
土
壌
の
歩
道

は
、大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
衝
撃
に
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
歩
道
自
体
の
荒
廃
」、

「
周
辺
植
生
の
損
傷
」、「
森
を
は
ぐ
く
む

土
壌
流
出
の
加
速
」な
ど
様
々
な
問
題
が

生
じ
る
の
で
す
。ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
歩

く
衝
撃
で
は
な
く
、何
百
人
、何
千
人
も

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
る
こ
と
は
富
士

山
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
大
き
い
の
で

す
。そ
の
た
め
、レ
ー
ス
後
の
歩
道
及
び
周

辺
環
境
の
変
化
を
記
録
す
る
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

  

後
世
に
富
士
山
の

  

自
然
環
境
を
残
す
た
め
に

  

必
要
な
こ
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
は
、

高
齢
の
方
が
多
い
と
い
う
現
状
が
課
題
で

す
。若
者
に
も
、富
士
山
の
自
然
に
興
味
、関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

若
い
人
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
、自
然
に
触
れ
る
機

会
を
作
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

富
士

山
の
環
境
変
化
は
、自
然
の
変
化
に
よ
る

影
響
だ
け
で
な
く
人
間
の
利
用
の
仕
方

に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

外
来
植
物
も
、

こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。人
間
の
活
動

に
よ
り
、地
域
の
外
か
ら
植
物
が
持
ち
込

ま
れ
る
の
で
す
。外
来
植
物
の
侵
入
は
、

本
来
あ
る
は
ず
の
植
物
や
そ
の
植
物
に

依
存
し
た
生
活
を
送
る
動
物
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。 『
富
士
山
を
訪
れ
る

人
々
が
全
員
、自
然
への
負
荷
を
減
ら
し
て

安
全
に
利
用
す
る
』、こ
う
い
っ
た
姿
勢

が
、後
世
に
富
士
山
の
自
然
環
境
を
残
す

た
め
に
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。自

然
への
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
、先
人
に

よ
っ
て
、保
全
を
決
意
し
て
制
定
さ
れ
た

「
富
士
山
憲
章
」や
、「
富
士
山
総
合
環
境

保
全
指
針
」の
要
で
あ
り
、富
士
山
を
利

用
す
る
際
は
、こ
れ
ら
の
指
針
等
を
今

一度
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、自
然
林
回
復
な
ど
富
士
山

自
然
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。活
動
当
初
か
ら
今
ま
で
、様
々
な

自
然
環
境
の
変
化
を
見
て
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
が
知
ら
な
い
富
士
山

が
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

富

士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
富
士
山
エ
コ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
仲
間
と
と
も
に
富
士
山
の
恵

み
を
た
の
し
み
な
が
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
か
け
、よ
り
多
く
の
方
に
、富
士
山
の

自
然
環
境
の
豊
か
さ
と
現
状
、保
全
の
大

切
さ
を
知
って
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。富
士
山
は

2
0
1
3
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。次
は
、世
界
自
然
遺
産
も

含
め
た
複
合
遺
産
への
登
録
に
向
け
た
取

み
組
み
を
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

吉永耕一さん
富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事

巻頭
インタビュー
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後世に託す
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N E W S × C O L U M N × R E P O R T

　

令
和
２
年
度
の
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症（
C
O
V
I
D-

19‥

以
降
、本
書
内
で
は「
新
型
コ
ロ
ナ
」と
表
記

す
る
）感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、書
面
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

　

正
会
員
2
6
0
団
体
等
に
総
会
資
料
を
送
付

し
た
と
こ
ろ
、過
半
数
を
超
え
る
1
3
7
団
体
か

ら
議
決
書
の
提
出
が
あ
り
、総
会
は
有
効
に
成
立

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、議
案
に
つ
い
て
も
、議
決

書
提
出
者
全
員
に
承
認
の
意
向
を
表
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、自
主
財
源
獲
得
の
強
化
を

行
い
ま
す
。従
来
、寄
付
金
の
返
礼
品
と
し
て
い
た

「
ピ
ン
バ
ッ
ジ
」３
種
に
加
え
、「
手
ぬ
ぐ
い
」を
追
加

す
る
こ
と
で
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
更

な
る
寄
付
に
御
協
力
い
た
だ
き
、自
主
財
源
の
獲

得
を
強
化
し
ま
す
。こ
の
手
ぬ
ぐ
い
に
つ
い
て
は
、

後
述
の
別
記
事
で
詳
し
く
御
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、富
士
山
学
習
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
電
子
化

を
行
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
紙
媒
体
で
配
布
し
て

い
ま
し
た
が
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
た
電
子
版
の
公
開
に
変
更
い
た

し
ま
す
。よ
り
多
く
の
方
に
御
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
す
る
と
共
に
、郵
送
費
の
削
減
等
を
図
り

ま
す
。

　

最
後
に
、補
助
事
業
の
改
善
で
す
。昨
年
度
か
ら

開
始
し
た「
富
士
山
環
境
保
全
事
業
費
補
助
金
」

で
す
が
、交
付
決
定
前
に
行
っ
た
経
費
に
つ
い
て
も

補
助
対
象
と
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、年
度
初
め
に
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
活
動
も
、補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、ふ
じ
さ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、令
和
２
年
度
の
補
助
金
申
請
は
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、来
年
度
の
活
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、収
支
決
算
等
に
つ
い
て
は
、ふ
じ
さ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、御
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
例
年
で
す
と
、総
会
後
に
富
士
山
周
辺
で

精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
等
を
講
師
に
迎

え
、活
動
報
告
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、総

会
の
書
面
開
催
に
伴
い
、今
年
度
は
実
施
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

NEWS

令
和
２
年
度

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会（
書
面
開
催
）

　

例
年
で
す
と
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

と
同
日
に
実
施
さ
れ
る
富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

連
絡
会
の
総
会
で
す
が
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
総
会
に
倣
い
、書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
資
料
で
は
、昨
年
度
の
活
動
実
績
と
本
年

度
の
活
動
計
画
、そ
し
て
幹
事
の
改
選
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、全
員
か
ら
議
決
権
行
使
書
の
提

出
が
あ
り
、賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、富
士
山
憲
章
に
基

づ
き
、富
士
山
の
自
然
環
境
を
守
り
、そ
の
素
晴

ら
し
い
自
然
を
来
訪
者
に
伝
え
る
た
め
、ふ
じ
さ

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
の
有
志
で
構
成
さ
れ
た
実

働
部
隊
で
す
。富
士
山
周
辺
で
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
ほ
か
、研
修
会
等
に
よ
り
研
鑽
を
積
み
、富

士
山
の
自
然
環
境
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に

日
々
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
山
周
辺
で「
富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」の

腕
章
を
付
け
た
方
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、富
士
山

に
関
す
る
旬
な
情
報
が
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
の

で
、是
非
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
連
絡
会
で
は
、

年
間
を
通
し
て
、富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
候

補
生
で
あ
る「
富
士
山
エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集

し
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
、富
士
山
エ
コ
サ
ポ
ー

タ
ー
２
名
が
所
定
の
研
修
等
を
修
了
し
、本
年
度

に
富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

富
士
山
エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
募
に
は
、ふ
じ
さ

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
正
会
員
団
体
の
推
薦
が
あ
り
、

満
年
齢
が
18
才
〜
65
才
で
あ
る
等
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。富
士
山
の
自
然
環
境
保
全
や
マ
ナ
ー
啓

発
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務

局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度

富
士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
連
絡
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
書
面
開
催
）
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ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

  

入
会
し
た
き
っ
か
け

　
私
は
富
士
山
の
自
然
と
そ
の
保
全
を

学
び
、大
好
き
な
富
士
山
に
関
わ
り
た
い

と
考
え「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
入

り
ま
し
た
。富
士
山
と
の
出
会
い
は
、学

生
山
岳
部
で
の「
冬
富
士
」合
宿
で
す
。冬

富
士
の
厳
し
さ
を
こ
の
時
に
体
感
し
ま
し

た
。社
会
人
に
な
る
と
、な
か
な
か
山
に

登
る
時
間
を
作
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
50
歳

を
迎
え
る
こ
ろ
に
氷
河
の
山
に
登
り
た

く
な
り
、山
登
り
を
再
開
し
ま
し
た
。北

米
の
自
然
公
園
へ
行
く
機
会
が
幾
度
か

あ
り
、氷
河
の
山
々
に
登
り
ま
し
た
。氷

河
の
山
を
登
って
い
る
最
中
に
は
い
つ
も
、

雪
の
富
士
山
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
登
頂
し
た
翌
年
の
元
旦

に
、「
富
士
山
と
レ
ー
ニ
ア
山
日
米
交
流
」

の
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。レ
ー
ニ

ア
山
で
活
躍
す
る
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、大
戦
で
苦
労
し
た
日
系
人
が

レ
ー
ニ
ア
山
を「
タ
コ
マ
富
士
」と
呼
び
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ

た
話
で
す
。そ
の
記
事
を
読
み
、夏
に
レ
ー

ニ
ア
山
国
立
公
園
を
再
訪
し
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
は
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
国
立
公
園
局
が
協
働
し
て
整
備

し
た
、車
い
す
で
も
通
行
で
き
る
遊
歩
道

が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
こ
の
素
晴
ら
し
い

成
果
を
目
の
当
た
り
に
し
、深
く
感
動
し

ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、私
は
大
好

き
な
富
士
山
の
自
然
環
境
保
全
活
動
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
富
士
山
エ
コ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」に
応
募
を
し
、入
会
し
ま
し
た
。

  

富
士
山
の
自
然
環
境
を

  

保
全
す
る
た
め
の
活
動

　
2
0
0
5
年
に
富
士
山
エコ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
な
って
か
ら
は
、妻
と
と
も
に
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
って
い
ま
す
。来
訪
者
の
方
と

会
話
し
た
り
、富
士
山
の
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
お
伝
え
し
た
り
、動
植
物
や
登
山

道
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
状
況
を
記
録
し

報
告
し
て
い
ま
す
。環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
と
説

明
会
を
合
わ
せ
て
、い
つ
の
間
に
か
2
7
0

回
を
超
え
ま
し
た
。特
に
、2
0
1
2
年

か
ら
現
在
も
続
け
て
い
る
大
規
模
ト
レ
イ

ル
ラ
ン・レ
ー
ス
環
境
調
査
が
重
要
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。富
士
山
南
麓
の
樹
林

帯
に
代
表
さ
れ
る
柔
ら
か
な
土
壌
の
歩
道

は
、大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
衝
撃
に
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
歩
道
自
体
の
荒
廃
」、

「
周
辺
植
生
の
損
傷
」、「
森
を
は
ぐ
く
む

土
壌
流
出
の
加
速
」な
ど
様
々
な
問
題
が

生
じ
る
の
で
す
。ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
歩

く
衝
撃
で
は
な
く
、何
百
人
、何
千
人
も

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
る
こ
と
は
富
士

山
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
大
き
い
の
で

す
。そ
の
た
め
、レ
ー
ス
後
の
歩
道
及
び
周

辺
環
境
の
変
化
を
記
録
す
る
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　
  

後
世
に
富
士
山
の

  
自
然
環
境
を
残
す
た
め
に

  

必
要
な
こ
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
は
、

高
齢
の
方
が
多
い
と
い
う
現
状
が
課
題
で

す
。若
者
に
も
、富
士
山
の
自
然
に
興
味
、関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

若
い
人
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
、自
然
に
触
れ
る
機

会
を
作
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

富
士

山
の
環
境
変
化
は
、自
然
の
変
化
に
よ
る

影
響
だ
け
で
な
く
人
間
の
利
用
の
仕
方

に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。 
外
来
植
物
も
、

こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。人
間
の
活
動

に
よ
り
、地
域
の
外
か
ら
植
物
が
持
ち
込

ま
れ
る
の
で
す
。外
来
植
物
の
侵
入
は
、

本
来
あ
る
は
ず
の
植
物
や
そ
の
植
物
に

依
存
し
た
生
活
を
送
る
動
物
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。 『
富
士
山
を
訪
れ
る

人
々
が
全
員
、自
然
への
負
荷
を
減
ら
し
て

安
全
に
利
用
す
る
』、こ
う
い
っ
た
姿
勢

が
、後
世
に
富
士
山
の
自
然
環
境
を
残
す

た
め
に
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。自

然
への
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
、先
人
に

よ
っ
て
、保
全
を
決
意
し
て
制
定
さ
れ
た

「
富
士
山
憲
章
」や
、「
富
士
山
総
合
環
境

保
全
指
針
」の
要
で
あ
り
、富
士
山
を
利

用
す
る
際
は
、こ
れ
ら
の
指
針
等
を
今

一度
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、自
然
林
回
復
な
ど
富
士
山

自
然
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。活
動
当
初
か
ら
今
ま
で
、様
々
な

自
然
環
境
の
変
化
を
見
て
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
が
知
ら
な
い
富
士
山

が
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 
富

士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
富
士
山
エ
コ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
仲
間
と
と
も
に
富
士
山
の
恵

み
を
た
の
し
み
な
が
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
か
け
、よ
り
多
く
の
方
に
、富
士
山
の

自
然
環
境
の
豊
か
さ
と
現
状
、保
全
の
大

切
さ
を
知
って
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。富
士
山
は

2
0
1
3
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。次
は
、世
界
自
然
遺
産
も

含
め
た
複
合
遺
産
への
登
録
に
向
け
た
取

み
組
み
を
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

吉永耕一氏
■1950年生まれ（70才）
■富士山エコレンジャー連絡会 代表幹事
■富士自然観察の会 家族会員
富士山周辺で四季を通して活動しています。今年度は、富士山に
登れないので、富士山自然休養林の利用調査等に注力しています。
平素は、日本固有の針葉樹観察や自然に親しむための歩道の荒
廃に関心を持ち、歩道の支持力や周囲の植生の変化に着目して
パトロールをしています。富士山エコレンジャーの吉永厚子氏と
共に、夫婦で活動しています。

子どもたちに富士山の自然の素晴らしさを伝える(2019年)

笑顔が似合う富士山エコレンジャー(2019年)

世界文化遺産の登山道を解説

よし なが こう いち
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柿
田
川
は
富
士
山
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
中

に
染
み
込
み
、長
い
年
月
を
経
て
、地
表
に
湧
き

出
し
、清
ら
か
な
湧
水
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
を

潤
し
て
い
ま
す
。柿
田
川
は
こ
の
代
表
と
し
て
、富

士
山
の
自
然
の
恵
み
を
存
分
に
受
け
て
お
り
、「
名

水
百
選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
柿
田
川
自
然
観
察
会
は
、例
年
同
様
、

公
益
財
団
法
人
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
及

び
柿
田
川
自
然
観
察
の
会
を
案
内
役
と
し
て
迎

え
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
し
つ
つ
、令
和
２

年
８
月
２
日（
日
）に
実
施
し
ま
し
た
。

　

観
察
会
は
家
族
を
対
象
に
公
募
し
、30
組

1
0
2
名
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
柿
田
川
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
の
漆
畑
会
長

（
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会
長
）か
ら
柿
田
川

の
自
然
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、同

会
会
員
か
ら
、ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
等
の
貴
重
な
植

物
は
観
察
だ
け
で
採
取
せ
ず
、他
の
動
物
に
つ
い

て
も
、捕
ま
え
た
ら
最
後
は
必
ず
放
流
し
て
欲
し

い
と
い
う
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

柿
田
川
に
入
っ
て
観
察
会
が
開
始
さ
れ
る
と
、

参
加
者
は
タ
モ
や
バ
ケ
ツ
等
を
使
用
し
、ウ
ツ
セ

ミ
カ
ジ
カ
や
モ
ク
ズ
ガ
ニ
、ヌ
マ
エ
ビ
な
ど
多
種
多

様
な
動
植
物
を
捕
ま
え
て
、そ
れ
ら
に
顔
を
寄
せ

て
観
察
を
し
て
い
ま
し
た
。例
年
は
観
察
会
後
半

に
、柿
田
川
の
動
植
物
を
水
槽
に
集
め
て
観
察
す

る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
は
密
集
を
避
け

る
た
め
、行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

熱
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
る
日
で
し
た
が
、年

間
を
通
し
て
水
温
が
15
℃
程
度
で
変
化
の
少
な

い
柿
田
川
で
気
持
ち
よ
く
観
察
会
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、参
加
さ
れ
た
皆
様
に
と
っ
て
、夏
の

良
い
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

REPORT

富
士
山
の
豊
か
な
恵
み
！

柿
田
川
自
然
観
察
会

　

例
年
行
っ
て
い
る「
富
士
山
草
原
性
植
生
保
全

活
動
体
験
会
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、残
念
な
が
ら
今
年
度
は
開
催
を
見
送

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、富
士
山
麓
の

貴
重
な
草
原
に
い
る
動
植
物
を
守
る
た
め
に
、静

岡
県
が
委
託
す
る
草
刈
り
に
よ
る
維
持
管
理
作

業
は
、例
年
ど
お
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
作
業
を
受
託
し
て
い
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
富
士
山
自
然
の
森
づ
く
り
は
、ふ
じ

さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
元
副
会
長
で
あ
る
仁
藤
氏

が
理
事
長
を
務
め
る
団
体
で
あ
り
、富
士
山
周
辺

の
森
づ
く
り
や
環
境
保
全
活
動
等
に
精
通
し
た

団
体
で
す
。

　

昨
年
度
の
よ
う
な
大
規
模
な
草
刈
り
体
験
会

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
維
持
管
理
作
業
で

も
少
人
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、都
合
の

合
う
と
き
に
作
業
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。今
年
度
は
暑
い
夏
を
避
け
、９
月
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
始
め
、こ
れ
ま
で
に
数

回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
度
は
、

常
葉
大
学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、そ
の
若
い
力
を
富
士
山
の
環
境

保
全
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

広
大
な
草
原
で
す
の
で
密
に
な
る
こ
と
も
な
く
、

富
士
山
麓
の
貴
重
な
草
原
性
植
生
に
つ
い
て
学
び
、

動
植
物
に
触
れ
、そ
の
自
然
を
自
ら
が
保
全
し
て

い
る
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、参
加
者
か

ら
は
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
、12
月
頃

ま
で
は
維
持
管
理
作
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

REPORT

富
士
山
の
草
原
を
守
ろ
う
！

草
刈
り
で
維
持
管
理

　

令
和
元
年
度
第
３
回
目
の
ご
み
減
量
大
作
戦

が
、令
和
２
年
２
月
22
日（
土
）に
富
士
宮
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
大
作
戦
は
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

静
岡
県
、地
元
市
町
及
び
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
24
時

間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
の
４
者
が
共
催

し
て
、年
3
回
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の

４
者
に
加
え
、地
元
の
ご
み
収
集
業
者
で
あ
る
株

式
会
社
三
井
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
方
々
に
御
協

力
い
た
だ
き
、５
者
で
共
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、受
付
に
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
を
設
置
し
た
り
、参
加
者
に
マ
ス
ク
着
用
を
呼

び
か
け
た
り
す
る
等
、感
染
拡
大
防
止
に
十
分
に

留
意
し
て
実
施
し
ま
し
た
。70
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
御
協
力
い
た
だ
き
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
国
道
4
6
9
号
線
沿
線
に
て

ご
み
清
掃
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、可
燃
ご
み

1
1
5
㎏
、不
燃
ご
み
1
1
5
㎏
の
計
2
3
0
㎏

の
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
31
回
目
を
数
え
る
ご
み
減
量
大
作
戦

で
す
が
、通
算
参
加
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
2
，0
4
6

名
、ご
み
回
収
量
は
1
2
，9
6
0
㎏
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
数
字
か
ら
本
活
動
が
富
士
山
の
自
然
・

景
観
を
保
全
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。皆
様
の
多
大
な
御
協
力
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、令
和
２
年
度
第
１
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、関
係
者
の
み
で
７
月
に
富

士
市
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、荒
天

が
予
想
さ
れ
、残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

REPORT

富
士
山
の
景
観
を
守
ろ
う
！

令
和
元
年
度 

第
３
回

富
士
山
ご
み
減
量
大
作
戦

　

令
和
元
年
度
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

誌
 Vol .　
60
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、ふ
じ

さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
御
寄
付
い
た
だ
い
た
方
に

差
し
上
げ
る
新
し
い
記
念
品
と
し
て
、「
湖
面
に

映
え
る
逆
さ
富
士
」を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
手
ぬ
ぐ
い
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
の
富
士
山
勉
強
会
や
、今
年
度
の
ふ

じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会
に
お
い
て
、最
優
秀

賞
デ
ザ
イ
ン
の
発
表
会
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
会
議
等
が
中
止
に
な
っ
た

こ
と
で
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
回
、情

報
誌
を
発
行
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、こ

の
場
で
会
員
の
皆
様
に
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
手
ぬ
ぐ
い
は
、1
，0
0
0
円
以
上
の
寄
付

で
記
念
品
と
し
て
１
枚
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

寄
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、本
書
裏
表

紙
、も
し
く
は
ふ
じ

さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、事

務
局
ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。寄
付
の

方
法
等
に
つ
い
て
御

案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
し
い
寄
付
記
念
品

「
手
ぬ
ぐ
い
」が
完
成
し
ま
し
た
！

NEWS

外来種キクイモ（左上）、参加した常葉大学の学生（左下）
草刈り方法の指導（右上）、作業状況（右下） 新寄付記念品 手ぬぐい「鏡富士」 1,000円以上 ●サイズ：（約）35㎝×90㎝ 綿100%一口

観察会の様子

観察会の様子（左上）、参加者が捕まえたモクズガニ（左下）、ミシマバイカモ（右） 柿田川の湧水 富士山を背に集合写真 清掃活動の状況 ごみ回収の成果

草刈り後 草刈り前 デザインは選考会を経て決定されました。

  

ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

  

入
会
し
た
き
っ
か
け

　
私
は
富
士
山
の
自
然
と
そ
の
保
全
を

学
び
、大
好
き
な
富
士
山
に
関
わ
り
た
い

と
考
え「
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
入

り
ま
し
た
。富
士
山
と
の
出
会
い
は
、学

生
山
岳
部
で
の「
冬
富
士
」合
宿
で
す
。冬

富
士
の
厳
し
さ
を
こ
の
時
に
体
感
し
ま
し

た
。社
会
人
に
な
る
と
、な
か
な
か
山
に

登
る
時
間
を
作
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
50
歳

を
迎
え
る
こ
ろ
に
氷
河
の
山
に
登
り
た

く
な
り
、山
登
り
を
再
開
し
ま
し
た
。北

米
の
自
然
公
園
へ
行
く
機
会
が
幾
度
か

あ
り
、氷
河
の
山
々
に
登
り
ま
し
た
。氷

河
の
山
を
登
って
い
る
最
中
に
は
い
つ
も
、

雪
の
富
士
山
が
心
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
登
頂
し
た
翌
年
の
元
旦

に
、「
富
士
山
と
レ
ー
ニ
ア
山
日
米
交
流
」

の
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。レ
ー
ニ

ア
山
で
活
躍
す
る
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、大
戦
で
苦
労
し
た
日
系
人
が

レ
ー
ニ
ア
山
を「
タ
コ
マ
富
士
」と
呼
び
、

「
心
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
勇
気
づ
け
ら
れ

た
話
で
す
。そ
の
記
事
を
読
み
、夏
に
レ
ー

ニ
ア
山
国
立
公
園
を
再
訪
し
ま
し
た
。

レ
ー
ニ
ア
山
に
は
日
本
人
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
国
立
公
園
局
が
協
働
し
て
整
備

し
た
、車
い
す
で
も
通
行
で
き
る
遊
歩
道

が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
こ
の
素
晴
ら
し
い

成
果
を
目
の
当
た
り
に
し
、深
く
感
動
し

ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、私
は
大
好

き
な
富
士
山
の
自
然
環
境
保
全
活
動
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
富
士
山
エ
コ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」に
応
募
を
し
、入
会
し
ま
し
た
。

  

富
士
山
の
自
然
環
境
を

  

保
全
す
る
た
め
の
活
動

　
2
0
0
5
年
に
富
士
山
エコ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
な
って
か
ら
は
、妻
と
と
も
に
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
って
い
ま
す
。来
訪
者
の
方
と

会
話
し
た
り
、富
士
山
の
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
お
伝
え
し
た
り
、動
植
物
や
登
山

道
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
状
況
を
記
録
し

報
告
し
て
い
ま
す
。環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
と
説

明
会
を
合
わ
せ
て
、い
つ
の
間
に
か
2
7
0

回
を
超
え
ま
し
た
。特
に
、2
0
1
2
年

か
ら
現
在
も
続
け
て
い
る
大
規
模
ト
レ
イ

ル
ラ
ン・レ
ー
ス
環
境
調
査
が
重
要
な
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。富
士
山
南
麓
の
樹
林

帯
に
代
表
さ
れ
る
柔
ら
か
な
土
壌
の
歩
道

は
、大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
衝
撃
に
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。「
歩
道
自
体
の
荒
廃
」、

「
周
辺
植
生
の
損
傷
」、「
森
を
は
ぐ
く
む

土
壌
流
出
の
加
速
」な
ど
様
々
な
問
題
が

生
じ
る
の
で
す
。ハ
イ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
歩

く
衝
撃
で
は
な
く
、何
百
人
、何
千
人
も

の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
る
こ
と
は
富
士

山
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
大
き
い
の
で

す
。そ
の
た
め
、レ
ー
ス
後
の
歩
道
及
び
周

辺
環
境
の
変
化
を
記
録
す
る
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

　

  

後
世
に
富
士
山
の

  

自
然
環
境
を
残
す
た
め
に

  

必
要
な
こ
と

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
は
、

高
齢
の
方
が
多
い
と
い
う
現
状
が
課
題
で

す
。若
者
に
も
、富
士
山
の
自
然
に
興
味
、関

心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

若
い
人
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
、自
然
に
触
れ
る
機

会
を
作
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

富
士

山
の
環
境
変
化
は
、自
然
の
変
化
に
よ
る

影
響
だ
け
で
な
く
人
間
の
利
用
の
仕
方

に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

外
来
植
物
も
、

こ
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。人
間
の
活
動

に
よ
り
、地
域
の
外
か
ら
植
物
が
持
ち
込

ま
れ
る
の
で
す
。外
来
植
物
の
侵
入
は
、

本
来
あ
る
は
ず
の
植
物
や
そ
の
植
物
に

依
存
し
た
生
活
を
送
る
動
物
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。 『
富
士
山
を
訪
れ
る

人
々
が
全
員
、自
然
への
負
荷
を
減
ら
し
て

安
全
に
利
用
す
る
』、こ
う
い
っ
た
姿
勢

が
、後
世
に
富
士
山
の
自
然
環
境
を
残
す

た
め
に
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。自

然
への
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
、先
人
に

よ
っ
て
、保
全
を
決
意
し
て
制
定
さ
れ
た

「
富
士
山
憲
章
」や
、「
富
士
山
総
合
環
境

保
全
指
針
」の
要
で
あ
り
、富
士
山
を
利

用
す
る
際
は
、こ
れ
ら
の
指
針
等
を
今

一度
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、自
然
林
回
復
な
ど
富
士
山

自
然
環
境
保
全
活
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。活
動
当
初
か
ら
今
ま
で
、様
々
な

自
然
環
境
の
変
化
を
見
て
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
私
た
ち
が
知
ら
な
い
富
士
山

が
顔
を
出
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

富

士
山
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
富
士
山
エ
コ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
仲
間
と
と
も
に
富
士
山
の
恵

み
を
た
の
し
み
な
が
ら
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

に
出
か
け
、よ
り
多
く
の
方
に
、富
士
山
の

自
然
環
境
の
豊
か
さ
と
現
状
、保
全
の
大

切
さ
を
知
って
も
ら
え
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。富
士
山
は

2
0
1
3
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。次
は
、世
界
自
然
遺
産
も

含
め
た
複
合
遺
産
への
登
録
に
向
け
た
取

み
組
み
を
ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
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